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◎デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

５ Ⅱ歴代誌 ２ ルカ １ ルカ ２４:１３～３２
６ ３ ２ ヨハネ ２０:１１～１８
７ ４ ３ 復 ヨハネ ２０:１９～２９
８ ５ ４ 活 詩篇 ３０:１ ～１２
９ ６ ５ の Ⅰｺﾘﾝﾄ １５:１２～１９
10 ７ ６ 福 使徒 １７:２２～２９
11 ８ ７ 音 マタイ ２８:１ ～１０
12 ９ ８ ヨハネ ２０:１９～３１

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
誕 生 日（１１日 竹安 香姉
受洗記念日(6日新田静香姉､廣田守男師 10日 増田真砂姉）
召天記念日（９日 廣田 尚義さん 1954年）

① 今年11月、創立40年の節目に新会堂建築の完成のため。
② 教会員ひとり一人の健康が守られ、歩みの上に祝福を。
③ 増田 真砂姉の霊肉の健康とお働きの上に祝福を。
④ 別府キリスト伝道館（山口信枝師）の健康の上に祝福を。

１ 本日の復活祭礼拝にご出席下さり歓迎します。礼拝後の
祝会にもご遠慮なくご参加下さい。ケンテック社長の田中
謙兄も同席下さり新会堂建築の説明･懇談の時を持ちます。
今朝、復活祭献金を献げることが出来感謝します。

２ キリスト伝道会｢活水の群｣総会･連合聖会 ５月４日(月)
～６日(水) 会場:姫路福音教会 案内状をご覧下さい。

３ 新会堂建築のため 続いてお祈りし、献げましょう！
牧会短針 本日はキリスト教三大祝日の一つ「復活祭(ｲｰｽﾀ-)｣
です。キリスト教は復活の宗教です。教会では主イエス・キリストの復活
を記念して日曜日を主日として礼拝を守っているのです(使徒20:7､コリ
ント①16:2､黙示録1:10）。 主日毎に復活の主を覚え、主の臨在にあず
かり、主から慰めと励ましと希望と愛を豊かに注がれるのです。尚、神様
は自発的な贖いの死を遂げられた主イエス様を復活させることによって
勝利を与えられたのです。それは人間の最後の敵である死に対する勝
利でもあるのです。私たち一人ひとりも、世に対し(ヨハネ①5:4）、悪魔に
対し(ヤコブ4:7）、死に対して(コリント①15:54～57）、私たちを愛して下
さる御方によって勝利にあずからせていただくのです。感謝しましょう！
◎４月より「潔め主」を仰ぐ主日礼拝を守ります(４月～６月）。私たち

の主イエス・キリスト様は「救い主」「潔め主」「癒やし主」「再臨の主」
であられます。主イエス様は私たちの罪を解決して下さるばかりか、私た
ちの霊と肉の一切の汚れから潔めて下さるお方です。「すべての人との
平和を追い求め、また聖められることを追い求めなさい。聖くなければ、だ
れも主を見ることができません」(ヘブル12章14節)。主の十字架こそ潔
めの恵みの秘訣です。私たちも常に潔めを追い求め、また聖霊の豊かな
恵みと祝福に与りましょう。 今週の牧師の予定

◎先週の報告 礼拝9名･教会懇談会9名,子ども教会1+5名
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◎今週の御言葉 「復活されたキリスト」(イザヤ書55章1節～11節、マ
ルコの福音書16章1～8節） 「そのように、わたしの口から
出るわたしのことばも、むなしく、わたしのところに帰っては来ない。必ず、わ
たしの望む事を成し遂げ、わたしの言い送った事を成功させる。」(55:11)
「驚いてはいけません。あなたがたは、十字架につけられたナザレ人イ

エスを捜しているのでしょう。あの方はよみがられました。ここにはおられま
せん。ご覧なさい。ここがあの方の納められた所です。」(16:6)。

◎私たちにとって愛し、愛されている存在の方を失った悲しみと絶望
の深さは計り知れません。そこから救い出される道はあるのでしょうか？
◎イザヤ書55章の主題は「神の救いについての預言｣の最後｢恵み

への招き｣で、神の恵みを受けよとのメッセージです。神様が約束された
メシヤがやがて現れ、ダビデの王位を継承し、永遠の御国を統治すると
の契約を結び(Ⅱｻﾑｴﾙ7:12-14)、神様が祝福を備えて下さるのです。
神様の御心はご自分の子どもたちが乾き、空腹でいるのを黙って見

てはおられない。だからみもとに招かれるのです。「罪人は神に見捨てら
れる」、これが人間の常識です。しかし神様の道は全く異なる。人間が悔
い改めて神様に立ち返るなら、神様は無条件で赦し受け入れて下さる。
主の寛容と愛は人の思いをはるかに越えているのです(6-13)。
◎マルコの福音書16章の主題は「復活」(16:1-8)で、平行記事は

マタイ28:1-8、ルカ24:1-10、ヨハネ20::1-8です。
◎マルコ16:9-20節は、付加された末尾です。特に、9-14節は「復

活の主の顕現」で、①9-10節、マグダラのマリヤへの顕現(ヨハネ20:11
-18)、②12-13節、エマオ途上の２人の弟子への顕現(ルカ24:13-3
5)、③14節、集まっていた11弟子への顕現(ルカ24:36-43)、④15節、世
界宣教の使命(マタイ28:19-20)、⑤16節、弟子たちに、使命と共に神
の国の権威を与えられた(マタイ10:40,16:19)、⑥17-18節、「しるし」に
関しては使徒の働きに見られる。⑦20節、宣教命令が実行された時、
約束がその通り実現したのです(使徒の働き)。
◎主イエス様の復活を恐れた祭司長、パリサイ人はピラトの許可を

得て石に封印をし、番兵に墓の番を命じたのです。そのような状況で主
イエス様は復活されたのです。神様は人間的に不利な条件の中にも
御業を顕わされる御方なのです。
◎最初に主イエスの復活の事実を伝えられたのは、香料を買い墓に

来たマグダラのマリヤや婦人たち（ヤコブの母マリヤやサロメ）です。女性
たちの心配「墓の入口からあの石をころがしてくれる人が、だれかいるでし
ょうか」にもかかわらず、ちゃんと主が備え(3,4)、しかも思いがけない知ら
せが待っていたのです(5～7)。しかし女性たちは「墓を出て、逃げ去っ
た。震え上がり、気も転倒していて、だれにも何も言わなかった。恐ろしか
ったから」と8節には、女性たちの困惑の大きさを伝えているのです。
けれども復活の事実を弟子たちに伝言するように委託された女性た

ちは弟子たちに証言した。そのことを聞いても信じようとしなかった弟子た
ちにも、復活の主イエス様はご自身を顕し、宣教を委託されたのです。


